
1 

２
０
２
３ 

第
２
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

文
脈
の
ね
じ
れ
が
あ
る
、
ま
た
主
述
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
ご
と
に
加
点
し
た
上
で
、 

 

全
体
か
ら
２
点
減
点
す
る
。 

 

③ 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

一 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

２
点
✖
５
＝
10
点 

  

（
ａ
）
絡 

 
 

（
ｂ
）
遮
断 

 
（
ｃ
）
捕
虜 

 

（
ｄ
）
醸
成 

 

（
ｅ
）
応
酬 

 

問
二 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
（
前
半
） 

 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

                                          

Ｃ
○
２
点 

「
フ
ラ
ン
ス
の
王
」
と
は
、
国
家
の
領
域
内
に
住
む
人
々
を
自
ら
の
私
財
で
あ
る
か
の
よ
う
に 

支
配
の
対
象
と
す
る
王
で
あ 

    

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

り
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
王
」
と
は
、
支
配
す
る
域
内
の
人
民
を
国
家
の
本
質
と
捉
え
、
彼
ら
の
政
治
参
加
を
原
則
と
す
る
国
の 

 

王
で
あ
る
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
八
十
字
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
『
フ
ラ
ン
ス
の
王
』
と
は…

…

『
フ
ラ
ン
ス
人
の
王
』
と
は
」
：
２
点 

 
 

・
「
フ
ラ
ン
ス
の
王
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
王
」
と
の
対
比
が
答
案
内
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 
 

・
対
比
に
曖
昧
さ
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
国
家
の
領
域
内
に
住
む
人
々
を
自
ら
の
私
財
で
あ
る
か
の
よ
う
に
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｃ
「
支
配
の
対
象
と
す
る
王
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
支
配
す
る
域
内
の
人
民
を
国
家
の
本
質
と
捉
え
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
彼
ら
の
政
治
参
加
を
原
則
と
す
る
王
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

文
末
表
現
は
、
二
者
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で

き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
三 

10
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点     

 
 

                       
Ｃ
○
３
点 

男
性
と
全
く
同
等
の
権
利
獲
得
を
主
張
す
る
と
い
う
点
で
は
女
性
と
し
て
の
強
さ
を
感
じ
る
が
、
そ
の
主
張
内
容
が
死
刑
に
処 

                             
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

さ
れ
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
痛
ま
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
六
十
字
～
八
十
字 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
男
性
と
全
く
同
等
の
権
利
獲
得
を
主
張
す
る
点
で
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
女
性
と
し
て
の
強
さ
を
感
じ
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
主
張
内
容
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
権
利
で
あ
る
と
い
う
点
で
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
痛
ま
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で 

 
 
 
 

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
四 

18
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

国
民
国
家
の
成
員
は
、
他
国
と
の
戦
争
へ
の
参
加
を
国
家
の
主
体
的
な
一
員
と
し
て
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
抱
き
、
国 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
３
点 

民
軍
と
し
て
強
く
団
結
し
た
。
だ
が
二
○
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
戦
争
の
決
着
が
兵
士
の
肉
体
よ
り
兵
器
の
質
と
量
で
決
ま
る 

           
 
 

  

Ｆ
○
３
点         

 
 
 
 
 
 
 
 

                                           

Ｇ
○
３
点 

よ
う
に
な
り
、
戦
争
が
経
済
的
関
係
に
基
づ
く
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
の
も
の
と
な
っ
て
、
国
民
の
意
識
も
株
主
の
企
業
に
対
す
る
も 

 

の
に
近
づ
い
た
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
百
四
十
字
～
百
五
十
字 

六
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
国
民
国
家
の
成
員
は
」
：
２
点 

 
 

・
軍
隊
の
構
成
員
が
「
国
民
」
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
答
案
の
ど
こ
か
に
示
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
他
国
と
の
戦
争
へ
の
参
加
を
国
家
の
主
体
的
な
一
員
と
し
て
の
権
利
と
い
う
意
識
を
抱
き
」
：
４
点 

 
 

・
「
他
国
と
の
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
国
家
の
主
体
（
的
な
一
員
）
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
「
権
利
」
と
い
う
語
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
国
民
軍
と
し
て
強
く
団
結
し
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
二
○
世
紀
後
半
に
な
る
と
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
戦
争
の
決
着
が
兵
士
の
肉
体
よ
り
兵
器
の
質
と
量
で
決
ま
る
よ
う
に
な
り
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
兵
士
の
肉
体
（
よ
り
）
」
ま
た
「
質
と
量
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 



4 

■
要
素
Ｆ
「
戦
争
が
経
済
的
関
係
に
基
づ
く
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
の
も
の
と
な
っ
て
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
経
済
的
関
係
に
基
づ
く
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ
「
国
民
の
意
識
も
株
主
の
企
業
に
対
す
る
も
の
に
近
づ
い
た
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｈ 

文
末
表
現
は
、
「
変
質
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許

容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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Ⅱ 

現
代
文
50
点 

 
問
一 
２
点
✖
５
＝
10
点 

   

（
ａ
）
異
端 

 

（
ｂ
）
勘
違 

 

（
ｃ
）
不
興 

 

（
ｄ
）
丹
念 

 

（
ｅ
）
普
遍 

  

問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

理
性
的
な
秩
序
と
、
そ
の
外
部
に
あ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
動
す
る
非
理
性
的
な
カ
オ
ス
の
い
ず
れ
の
側
に
も
与
せ
ず
、
両
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

の
対
立
、
拮
抗
と
い
う
状
況
か
ら
劇
的
な
何
か
の
成
立
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
六
十
字
～
八
十
字 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
理
性
的
な
秩
序
と
、
そ
の
外
部
に
あ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
動
す
る
非
理
性
的
な
カ
オ
ス
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
（
そ
の
外
部
に
あ
っ
て
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
動
す
る
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
「
理
性
的
な
秩
序
」
と
「
非
理
性
的
な
カ
オ
ス
」
と
の
対
比
だ
け
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
「
理
性
（
的
）
」
「
非
理
性
（
的
）
」
と
い
う
対
比
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
説
明
が
や
や
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
い
ず
れ
の
側
に
も
与
せ
ず
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
両
者
の
対
立
、
拮
抗
と
い
う
状
況
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
劇
的
な
何
か
の
成
立
を
見
出
そ
う
と
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
、
「
（
と
い
う
）
こ
と
・
状
況
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
「
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
」
を
説
明
す

る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
三 

12
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
○
３
点 

理
想
的
な
真
の
秩
序
を
追
求
し
た
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
を
継
承
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
秩
序
を
付
与
す
る
形
相
と
そ
れ
を
受 

                             
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｄ
○
４
点 

け
入
れ
る
変
化
可
能
な
質
量
と
い
う
二
重
構
造
を
導
入
し
、
混
乱
し
た
質
量
の
形
相
に
よ
る
支
配
で
成
立
す
る
秩
序
を
志
向
し 

 

た
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
八
十
字
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
理
想
的
な
真
の
秩
序
を
追
求
し
た
プ
ラ
ト
ン
哲
学
を
継
承
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
理
想
的
な
」
「
真
の
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
秩
序
を
付
与
す
る
形
相
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
変
化
可
能
な
質
量
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
形
相
」
が
「
質
量
」
に
「
秩
序
」
を
「
付
与
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
説
明
が
や
や
曖
昧
な
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
二
重
構
造
を
導
入
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
混
乱
し
た
質
量
の
形
相
に
よ
る
支
配
で
成
立
す
る
秩
序
を
志
向
し
た
」
：
４
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
混
乱
し
た
」
を
欠
く
場
合
は
３
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
、
「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は 

マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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問
四 

20
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｉ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ
○
２
点 

秩
序
だ
っ
た
表
象
と
し
て
見
え
て
い
る
世
界
は
、
実
は
目
的
な
ど
な
い
非
合
理
的
な
普
遍
的
意
志
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に 

                       
 
 
 
 
 

  
Ｄ
○
３
点 

振
り
回
さ
れ
て
い
る
人
間
は
、
生
を
苦
と
す
る
悲
観
主
義
を
通
し
て
こ
そ
生
を
肯
定
し
う
る
と
し
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の 

Ｅ
○
２
点 

 
                      

Ｆ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ
○
３
点 

影
響
を
受
け
た
ニ
ー
チ
ェ
が
、
非
合
理
的
な
意
志
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
捉
え
、
そ
の
意
志
の
力
が
次
々
に
変
形
さ
れ 

    

Ｈ
○
２
点 

て 

何
か
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
た
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
百
六
十
字
以
内 

七
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
秩
序
だ
っ
た
表
象
と
し
て
見
え
て
い
る
世
界
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
世
界
は
）
実
は
目
的
な
ど
な
い
非
合
理
的
な
普
遍
的
意
志
そ
の
も
の
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
目
的
な
ど
な
い
」
を
欠
く
、
ま
た
「
非
合
理
的
な
普
遍
的
意
志
」
を
「
盲
目
的
な
意
志
」
と
し
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
れ
（
＝
非
合
理
的
な
普
遍
的
意
志
）
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
人
間
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
生
を
苦
と
す
る
悲
観
主
義
を
通
し
て
こ
そ
生
を
肯
定
し
う
る
と
し
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
生
を
苦
と
す
る
」
あ
る
い
は
「
悲
観
主
義
」
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
）
影
響
を
受
け
た
ニ
ー
チ
ェ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
非
合
理
的
な
意
志
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
捉
え
」
：
３
点 

 
 

・
こ
こ
の
「
非
合
理
的
な
意
志
」
は
「
盲
目
的
な
意
志
」
、
あ
る
い
は
既
述
の
文
脈
を
受
け
た
指
示
語
で
も
可
。
ほ
ぼ
同 

 
 

内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｇ
「
そ
の
（
非
合
理
的
な
）
意
志
の
力
が
次
々
に
変
形
さ
れ
て
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
意
志
の
力
」
の｢

意
志
の｣

を
欠
き
、
を
単
に
「
力
」
と
し
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｈ
「
何
か
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ⅰ 

文
末
表
現
は
、
「…
（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
で
あ
る
が
、
「
引
き
継
ぎ
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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三 

古
文 

50
点 

 
問
一 
４
点 

   
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 

Ｂ
○
１
点 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

［
模
範
解
答
例
］ 
幼
い
時
か
ら
、
格
別
に 

 

か
わ
い
い
者
と
思
っ
て 

育
て
上
げ
、 

  

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 Ａ

「
幼
い
時
か
ら
」（
１
点
） 

※
「
い
と
け
な
き
よ
り
」
の
訳
。 

 

○
「
小
さ
い
時
か
ら
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
と
て
も
・
た
い
そ
う
」
な
ど
の
意
味
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
格
別
に
」（
１
点
） 

 
 

※
「
な
べ
て
な
ら
ず
」
の
訳
。 

 

○
「
特
別
に
・
並
々
で
な
く
・
並
外
れ
て
・
並
大
抵
で
な
い
ほ
ど
・
並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
・
何
よ
り
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

  
 Ｃ

「
か
わ
い
い
者
と
思
っ
て
」（
１
点
） 

※
「
ら
う
た
き
も
の
に
」
の
訳
。 

 

○
「
か
わ
い
い
者
に
・
か
わ
い
ら
し
い
子
に
・
か
わ
い
が
っ
て
」
な
ど
で
も
よ
い
。。 

  

Ｄ
「
育
て
上
げ
」（
１
点
） 

※
「
言
は
ぐ
く
み
た
て
」
の
訳
。 

 

○
「
育
て
て
・
育
て
続
け
て
・
育
て
て
来
て
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

※
語
尾
は
「
て
」
、
ま
た
は
、
連
用
形
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

✖
「
育
て
た
く
て
」
な
ど
余
計
な
助
動
詞
の
意
味
な
ど
が
付
い
て
い
る
場
合
は
✖
。 

  
 



10 

問
二 

５
点
✖
２
＝
10
点 

 
（
ａ
）
５
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 

Ｃ
○
２
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

懸
命
な
看
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
娘
が
亡
く
な
り
、
自
分
も
死
の
う
と
も
思
っ
た
が
か
な
わ
ず
、 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

ま
す
ま
す
悲
し
く
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。 

 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

※
直
前
の
「
い
と
愛
敬
づ
き
け
る
を
、
今
年
睦
月
の
初
め
、
風
邪
の
心
地
の
や
う
に
病
み
て
う
ち
臥
し
ぬ
れ
ば
、
音
に
聞 

 
 

く
薬
師
も
数
を
尽
く
し
て
招
き
、
心
を
尽
く
し
ぬ
れ
ど
、
日
々
に
や
つ
れ
、
終
に
な
く
な
り
ぬ
。
た
ち
お
く
れ
じ
と
さ
へ 

 
 

思
へ
ど
、
さ
ら
に
す
べ
き
か
た
な
く
」
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
る
問
題
。 

 

Ａ
「
懸
命
な
看
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
（
１
点
） 

○
「
看
護
し
・
看
病
し
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
看
護
・
看
病
」
の
語
が
な
く
て
も
看
護
・
看
病
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
看
護
し
・
看
病
し
」
の
語
が
あ
れ
ば
、
看
護
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
娘
が
亡
く
な
り
」（
１
点
） 

 
 

 

○
「
娘
が
死
に
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 Ｃ

「
自
分
も
死
の
う
と
も
思
っ
た
が
か
な
わ
ず
」（
２
点
） 

 

○
「
自
分
も
死
の
う
と
し
た
（
後
を
追
お
う
と
し
た
）
が
死
ね
ず
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

  

Ｄ
「
ま
す
ま
す
悲
し
く
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
た
」（
１
点
） 

 

○
「
悲
し
い
・
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

○
「
ま
す
ま
す
・
親
と
し
て
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 

✖
「
心
が
」
の
意
が
な
い
「
暗
い
」
は
✖
。 

  

（
ｂ
）
５
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
２ 

［
模
範
解
答
例
］ 

も
し
父
が
生
き
て
い
て
会
え
た
と
し
て
も
、
互
い
に
気
恥
ず
か
し
く
て
、
頭
を
上
げ
て
ま
っ
す
ぐ
に 

  
 
 
 
 
 

相
手
を
見
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
、
と
い
う
こ
と
。 

 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

※
直
前
の
「
い
と
愛
敬
づ
き
け
る
を
、
今
年
睦
月
の
初
め
、
風
邪
の
心
地
の
や
う
に
病
み
て
う
ち
臥
し
ぬ
れ
ば
、
音
に
聞 

 
 

く
薬
師
も
数
を
尽
く
し
て
招
き
、
心
を
尽
く
し
ぬ
れ
ど
、
日
々
に
や
つ
れ
、
終
に
な
く
な
り
ぬ
。
た
ち
お
く
れ
じ
と
さ
へ 

 
 

思
へ
ど
、
さ
ら
に
す
べ
き
か
た
な
く
」
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
る
問
題
。 

 

Ａ
「
も
し
父
が
生
き
て
い
て
会
え
た
と
し
て
も
」（
２
点
） 

 

✖
Ｂ
も
Ｃ
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
（
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
除
く
） 

 

○
「
父
が
生
き
て
い
た
と
し
て
も
・
父
に
会
え
た
と
し
て
も
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

✖
「
父
」
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 
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Ｂ
「
互
い
に
気
恥
ず
か
し
く
て
」（
１
点
） 

 
 

 
○
「
恥
ず
か
し
く
て
・
気
ま
ず
く
て
・
何
を
言
っ
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
」、
ま
た
は
「
感
動
し
て
・
涙
し
て
」
等
の
意
が
あ

れ
ば
よ
い
。 

 

✖
「
互
い
に
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。
た
だ
し
、「
私
も
父
も
」
以
外
の
意
味
を
書
い
て
い
る
場
合
は
✖
。 

 
 Ｃ

「
頭
を
上
げ
て
ま
っ
す
ぐ
に
相
手
を
見
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
」（
２
点
） 

 

○
「
相
手
を
見
ら
れ
な
い
・
顔
を
見
ら
れ
な
い
・
目
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

  

問
三 

12
点 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
５
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

「
こ
こ
数
年
は
、
仲
秋
の
月
を
見
る
時
分
は
、
風
雨
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
曇
り
が
ち
で
、
月
見
が
で
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 

な
か
っ
た
が
、
今
年
は
格
別
に
清
ら
か
な
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
は
月
を
愛
で
る
の
に
よ
い
八
月
十
日
過
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

 
 

で
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
の
今
日
の
美
し
い
月
を
、
今
は
亡
き
わ
が
娘
に
見
せ
た
い
と
思
う
心
情
。 

  

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

※
直
前
の
「
頃
し
も
葉
月
十
日
余
り
な
り
け
れ
ば
、
夜
毎
の
月
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
こ
の
年
ご
ろ
は
、
風
雨
の
さ
は
り 

 
 

の
み
多
く
て
、
曇
り
が
ち
な
り
け
る
に
、
今
年
は
こ
と
さ
ら
清
光
を
得
て
、
夜
更
け
ま
で
う
ち
詠
ず
る
に
も
、
か
の
撫
子 

 
 

の
つ
ゆ
忘
ら
れ
ず
。
」
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
る
問
題
。 

 

Ａ
「
こ
こ
数
年
は
、
仲
秋
の
月
を
見
る
時
分
は
、
風
雨
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
曇
り
が
ち
で
、
月
見
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は

格
別
に
清
ら
か
な
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
」（
５
点
） 

 

①
「
こ
こ
数
年
は
、
月
見
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 

②
「
月
見
が
で
き
な
か
っ
た
」
の
意
は
な
い
が
、「
こ
こ
数
年
は
天
気
が
悪
か
っ
た
が
、
今
年
は
天
気
が
い
い
」
の
意
が 

 
 

あ
る
場
合
は
【
２
点
】。 

 

※
①
・
②
の
意
が
あ
る
上
で
、
「
雨
風
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 

※
①
・
②
の
意
が
あ
る
上
で
、
「
曇
っ
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 

○
「
こ
こ
数
年
」
は
「
近
年
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
今
は
月
を
愛
で
る
の
に
よ
い
八
月
十
日
過
ぎ
」（
３
点
） 

  

①
「
八
月
十
日
過
ぎ
で
も
あ
る
・
満
月
の
頃
で
あ
る
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

※
右
の
意
が
あ
る
上
で
「
月
を
愛
で
る
べ
き
・
名
月
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。。 

 

Ｃ
「
ぜ
ひ
今
年
の
今
日
の
美
し
い
月
を
、
今
は
亡
き
わ
が
娘
に
見
せ
た
い
と
思
う
心
情
」（
４
点
） 

 
 
 

 

①
「
月
を
娘
に
見
せ
た
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

※
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
今
日
の
」
の
意
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ス
【
１
点
】
。 

 

※
①
の
意
が
あ
る
上
で
「
美
し
い
・
清
ら
か
な
」
の
意
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ス
【
１
点
】。 

 

○
「
娘
の
死
を
悼
む
」
等
の
内
容
の
有
無
は
不
問
。 

 

○
語
尾
は
「
心
情
・
気
持
ち
」
等
が
望
ま
し
い
が
、
こ
れ
ら
で
な
く
て
も
心
情
説
明
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 
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問
四 

12
点 

   
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

長
年
娘
と
暮
ら
し
た
家
に
い
る
と
、
亡
き
娘
が
現
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
り
、
使
い
慣
れ
た
調
度
品
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

 
 

娘
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
顔
つ
き
で
あ
る
よ
う
に
見
え
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
が
仲
立
ち
と
な
り
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

 
 

一
日
中
娘
を
思
う
気
持
ち
が
増
す
ば
か
り
で
つ
ら
い
の
で
、
粗
末
な
小
屋
を
探
し
て
引
っ
越
し
た
。 

 
 
 

 

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

 

Ａ
「
長
年
娘
と
暮
ら
し
た
家
に
い
る
と
、
亡
き
娘
が
現
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
り
」（
３
点
） 

 

○
「
も
と
の
家
に
い
る
と
娘
が
現
れ
る
よ
う
だ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｂ
「
使
い
慣
れ
た
調
度
品
が
娘
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
顔
つ
き
で
あ
る
よ
う
に
見
え
た
り
し
て
」 

（
３
点
） 

○
「
調
度
（
家
具
・
道
具
・
使
い
慣
れ
た
物
）
が
娘
の
死
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
娘
の
死
」
は
「
主
が
い
な
い
こ
と
」
等
で
も
よ
い
。 

 

○
「
か
の
よ
う
な
顔
つ
き
」
は
「
様
子
」
で
も
よ
い
。 

 

△
「
主
を
失
っ
た
調
度
が
置
か
れ
て
い
る
・
家
具
で
娘
を
思
い
出
す
」
の
よ
う
に
「（
調
度
が
）
様
子
を
見
せ
て
い
る
」
の 

 
 

意
が
な
い
場
合
は
【
２
点
】
。 

 
 Ｃ

「
そ
れ
ら
が
仲
立
ち
と
な
り
、
一
日
中
娘
を
思
う
気
持
ち
が
増
す
ば
か
り
で
つ
ら
い
の
で
」（
３
点
） 

 

○
「
娘
を
思
う
・
娘
を
思
い
出
す
」
と
「
悲
し
い
・
つ
ら
い
・
暗
い
気
持
ち
に
な
る
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】。 

 

△
「
娘
を
思
う
」
と
「
悲
し
い
・
つ
ら
い
」
の
い
ず
れ
か
し
か
な
い
場
合
は
【
２
点
】。 

 

△
右
の
意
が
な
く
「
娘
を
忘
れ
る
た
め
」
等
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

○
「
そ
れ
ら
が
仲
立
ち
と
な
り
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

  

Ｄ
「
粗
末
な
小
屋
を
探
し
て
引
っ
越
し
た
」（
３
点
） 

○
「
引
っ
越
し
た
・
別
の
家
を
探
し
た
・
仮
の
住
ま
い
を
求
め
た
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
念
仏
を
す
る
た
め
に
・
仏
道
修
行
を
す
る
た
め
に
・
心
を
静
め
よ
う
と
し
て
」
等
の
有
無
は
不
問
。 

 

○
「
一
時
的
に
・
仮
の
」
や
「
家
を
出
る
た
め
に
」
等
の
有
無
は
不
問
。 

 

○
文
末
表
現
に
制
限
無
し 
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問
五 

12
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
６
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

幼
い
時
に
死
別
し
て
世
話
を
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
父
に
対
し
て
、
申
し
訳
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

気
持
ち
を
和
歌
に
し
て
供
え
た
が
、
時
が
過
ぎ
る
の
は
早
く
、
亡
き
父
に
供
え
物
を
す
る
自
分
も
す
で
に
五
十
歳
に 

 

な
り
、
そ
の
姿
は
見
知
ら
な
い
白
髪
の
老
人
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。 

  

■
加
点
ポ
イ
ン
ト 

 

＊
各
ポ
イ
ン
ト
分
離
採
点
し
て
よ
い
。 

 

Ａ
「
幼
い
時
に
死
別
し
て
世
話
を
す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
父
に
対
し
て
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
を
和
歌
に

し
て
供
え
た
が
」（
６
点
） 

 

①
「
幼
い
時
に
父
に
死
別
し
た
・
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 
 

○
「
幼
い
時
」
は
「
三
歳
で
」
で
も
よ
い
。
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

②
「
父
の
世
話
を
で
き
な
か
っ
た
・
孝
行
し
な
か
っ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

③
「
父
に
和
歌
を
供
え
た
・
父
に
和
歌
を
詠
ん
だ
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 
 

△
「
和
歌
」
と
書
か
れ
て
い
な
い
「
供
え
物
を
し
た
」
等
は
【
１
点
】。 

 
 

○
「
和
歌
を
供
え
る
・
供
え
物
を
す
る
」
の
意
は
要
素
Ｃ
の
位
置
に
あ
っ
て
も
よ
い
。 

 
 

○
「
申
し
訳
な
い
気
持
ち
を
」・
「
法
事
で
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
時
が
過
ぎ
る
の
は
早
く
」（
２
点
） 

 

○
「
時
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

○
「
早
い
」
の
意
が
な
い
「
時
は
流
れ
て
・
時
の
流
れ
を
感
じ
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｃ
「
亡
き
父
に
供
え
物
を
す
る
自
分
も
す
で
に
五
十
歳
に
な
り
、
そ
の
姿
は
見
知
ら
な
い
白
髪
の
老
人
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
」
（
４
点
） 

 
 

 

✖
「
自
分
は
年
を
と
っ
た
・
自
分
は
老
い
た
・
自
分
は
老
人
に
な
っ
た
・
自
分
は
翁
に
な
っ
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
い 

 
 

場
合
は
、
要
素
Ｃ
は
得
点
で
き
な
い
。
主
体
が
「
自
分
」
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
✖
。 

 

①
「
五
十
歳
に
な
っ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

②
「
見
知
ら
な
い
白
髪
の
老
人
に
な
っ
た
・
見
覚
え
の
な
い
白
髪
の
翁
に
な
っ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 

△
「
見
知
ら
な
い
」
が
な
い
「
白
髪
の
老
人
に
な
っ
た
」
は
【
２
点
】。 

 
 

△
「
白
髪
の
」
が
な
い
「
見
知
ら
な
い
老
人
に
な
っ
た
」
は
【
２
点
】。 

 
 

△
「
見
知
ら
な
い
」
も
「
白
髪
の
」
も
な
い
「
老
人
に
な
っ
た
」
は
【
１
点
】
。 

 
 

○
「
見
知
ら
な
い
」
の
主
体
「
自
分
が
」
の
有
無
は
不
問
。 

▲
た
だ
し
、
別
の
人
物
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】。 

 
 

○
「
供
え
物
を
す
る
」
の
意
は
要
素
Ｃ
で
は
不
問
。 

 


